
を
行
川̈
イ
川̈
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一、

１５

７
一
ッ

，は
５
一暖
化

ジ
ャ
稽一温
暖
一物
多
い少
）、

一危
機
ぞ
れ
約
国
一て
い

一、

２
催
さ

一Ａ

Ｔ

テ

ィ
一昨
年
一上
重
重
要
）０
０

一い
く

持
続
可
能
な
開
発
重
要

千
坂
　
嵯
峰

２
欄
市
・由不教
き

ら
か
生
物
多
様
性
に
向
く
か
と
思

わ
れ
た
が
、
東
日
本
大
震
災
に
続

く
熊
本
の
地
震
で
そ
の
期
待
は
吹

き
飛
ば
さ
れ
た
。

■
一■
■
１

，
‐‥―‐―
・・１
・

歴
史
を
振
り
返
る
と
、
鴨
長
明

「方
丈
記
」
の
時
代

（摂
関
政
治

か
ら
武
家
政
権
成
立
の
時
代
）
、

戦
国
時
代
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け

て
、
大
震
災
と
社
会
的
大
変
革
が

連
動
し
て
い
る
。

そ
の
思
い
で
現
代
社
会
を
見

つ

め
る
と
、
シ
ャ
ー
プ
の
身
売
り
、

東
芝
の
不
正
会
計
、
三
菱
自
動
車

の
虚
偽
報
告
、
東
京
五
輪
に
関
わ

る
ゴ
タ
ゴ
タ

（
エ
ン
ブ
レ
ム
、
新

国
立
競
技
場
）
、
北
方
四
島
の
名

前
を
読
め
な
い
政
治
家
、
金
に
汚

い
政
治
家
な
ど
官
民
間
わ
ず
、
あ

き
れ
る
話
題
が
相
次
ぐ
。

こ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
宇

宙
望
遠
鏡

「
ひ
と
み
」
の
失
敗
（人

為
ミ
ス
と
想
定
さ
れ
て
い
る
）
な

ど
、
科
学
技
術
面
で
も
敵
麟
掟
況
‐
‐

が
見
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
一

過
去
の
大
震
災
時
は
，
実
は
日

本
だ
け
で
な
く
東
ア
ジ
ア
や
世
界

の
変
動
期
で
も
あ

っ
た
。
歴
史
に

学
ぶ
な
ら
、
国
際
的
な
動
向
と
の

関
連
で
日
本
の
事
象
を
捉
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

国
連
は
１１
年
か
ら
２０
年
ま
で
を

「
国
際
生
物
多
様
性
の
１０
年
」
と

設
定
し
て
い
る
ほ
か
、
昨
年
は
「国

際
土
壌
年
」
、
今
年
は

「国
際
豆

年
」
と
国
際
年
を
設
定
し
、
地
球

的
な
問
題
を
論
じ
て
い
る
。

地
球
の
自
然
を
大
事
に
利
用
す

る
た
め
持
続
可
能
な
開
発
に
と
ど

め
、
タ
ン
パ
ク
質
を
中
心
と
す
る

食
糧
確
保
を
世
界
的
課
題
と
し
て

ち
さ
か

ｏ
げ
ん
ぽ
う
　
４５
年

一
関
市

生
ま
れ
。
東
北
大
大
学
院
文
学
研
究
科

博
士
課
程
中
退
。
８４
年
か
ら
２
０
■
３

年
ま
で
祥
雲
寺

（
一
関
市
）
住
職
。
久

保
川
イ
ー
ハ
■
―
ブ
自
然
再
生
協
議
会

会
長
。

取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
。
こ
の

す
う
勢
を
地
方
で
も
受
け
止
め
る

こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。
　

―

昨
年
は
大
村
智
博
士
が
静
岡
県

の
土
壌
の
菌
か
ら
培
養
し
た

「
エ

バ
ー
メ
ク
チ
ン
」
で
ノ
ー
ベ
ル
医

学
生
理
学
賞
を
受
賞
し
た
が
、
岩

手
県
で
は
土
壌
学
の
講
師
を
招
い

て
ア
ウ
ト
リ
■
チ

（出
前
授
業
）

を
行

っ
た
こ
と
を
聞
か
な
い

（や

っ
て
い
た
所
が
あ

っ
た
ら
ご
め
ん

な
さ
い
）
。
　

■
一

新
間
で
見
る
限
り
国
際
リ

エ
ア

コ
ラ
イ
ダ
ー

（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）
の
ア
ウ

ト
リ
ト
チ
ば
か
り
で
あ
る
。
科
学

の
発
展
に
寄
与
す
る
な
ら
、
量
子

宇
宙
論
に
か
た
よ

っ
た
教
育
方
針

を
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。

′
狂
■
＝■
■
■
，

ま
た
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
は
日
本
の

財
政
事
情
と
望
ま
し
い
も
の
づ
く

り
の
あ
り
方
な
ど
を
勘
案
す
る
と

暴
挙
に
近
い
。
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
は
有
人

火
星
探
査
を
国
際
協
力
で
行
う
予

定
だ
が
、
日
本
は

「
年
々
予
算
獲

得
が
難
し
く
な

っ
て
い
る
」
と
協

力
的
で
な
い
こ
と
が
報
道
さ
れ
て

い
る
。　
　
　
　
　
一

・

失
敗
し
た

「
ひ
と
み
」
の
後
継

機
を
約
３
０
０
億
円
で
打
ち
上
げ

る
こ
と
も
財
政
難
で
危
ぶ
ま
れ
て

い
る
Ю
も
は
や
経
済
の
高
度
成
長

は
望
め
な
く
な

っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｌ

Ｃ
と
い
う
巨
大
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
は

財
政
的
に
実
現
不
可
能
と
考
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

水
野
和
夫
氏
や
藻
谷
浩
介
氏
ら

経鶏
鴨
眩
燿
跡饉
¨

求
め
る
時
代
で
は
な
く
な
っ
て
い

る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

そ
れ
よ
り
も
、
東
北
地
方
７
国

立
大
学
な
ど
が
計
画
し
て
い
る
中

型
高
輝
度
放
射
光
施
設

（紫
外
線

よ
り
短

く
硬

Ｘ
線
よ
り
も
長

い

波
長
領
域

の
軟

‐Ｘ
線
領
域
専

用

の
放
射
光
施
設
、
現
在
各
国
で
次

々
建
設
さ
れ
て
い
る
）
を
早
急
に

東
北
地
方
に
実
現
し
、
先
進
的
も

の
づ

く
り

に
寄
与
す

べ
き

で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
レ

こ
の
施
設
建
設
費
用
は
３
０
０

億
～
４
０
０
億

円
と
さ
れ
て

い

る
。
軟
Ｘ
線
に
よ
る
ナ
ノ
レ
ベ
ル

の
物
性
解
析
技
術
の
進
展
こ
そ
日

本
が
必
要
と
す
る
も

の
で
あ
ろ

つヽ
。Ｉ

Ｌ
Ｃ
誘
致
を

マ
チ
お
こ
し
の

た
め
に
と
始
め
た
県
で
あ
る
が
、

発
想
は
高
度
成
長
期
の
も
の
だ
。

し
か
も
、
欧
州
合
同
原
子
核
研
究

所

（
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
）
の
大
型
円
形
加

速
器

（
Ｌ
Ｈ
・Ｃ
）
の
バ
■
ジ

ョ
ン

ア
ツ
プ
に
ょ
，
て
ｔ
ツ
グ
‐‐ス
粒
子

が
捉
え
ら
れ
ず
‐設
置
は
国
際
的
に

渇
望
さ
れ
て
い
る‐
糖
■
―こ‐‐‘
な

一
¨
中
一
を‐急‐‐こ】
¨
た‐要 活］
特
ユ
一
鳳


